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上の写真は、元日の朝、三階山から見た初日の出の写真です。 

１４～５年前から、毎年、元日の朝には三階山に登って初詣をし、

初日の出を拝んでいるのですが、なかなか初日の出を見ることが

できませんでした。これまで見ることができたのは、１～２回だっ

たように記憶しています。それも、わずかに雲の切れ間から、なん

となくあれが初日の出かな？という程度でした。ようやく今年、写

真のような素敵な初日の出を拝むことができました。 

保護者、地域の皆様、改めまして、新年あけましておめでとうご

ざいます。どうぞ、本年も長浜小学校をよろしくお願いいたします。 

ご存じのように、今年は巳年（ヘビ年）です。ヘビは脱皮を繰り返

してどんどん成長していくことから、それにあやかって「復活や再

生」の年と言われます。それ以外にも、お金が身につくとか、努力

が実るなどとも言われます。そんな２０２５年が、長浜小学校にか

かわるすべての皆様にとりまして幸多い、素晴らしい年になるこ

とを願っています。 

 

さて、３学期が始まりました。３学期は学校の１年において最も

短い学期ですが、とても重要な学期でもあります。そこで、始業式

では、「３学期は○○の学期」という話をしました。実は、この話

は昨年度の３学期の始業式にもしています。同じ内容ですが、短い

ながらもとても重要なこの３学期を、とにかく大切にしてほしい、

充実させてほしいという願いを込めて話しました。 

○○の中には、「まとめ」「準備」という言葉が入ります。１・２

学期を振り返り、自分の成長や課題を確認し、できることはもっと

できるように、できていないことはなんとかできるようにしてほ

しい、そして、次の学年に向けて、心も体も頭もしっかり準備して

ほしいと伝えました。始業式の時間の体育館はとても寒かったの

ですが、話を聞く子どもたちは、姿勢を正し、真っすぐに顔を前に

向け、私の話を真剣に聞いていました。その姿は凛としていて、や

る気に満ち、今年にかける強い思いが、ひしひしと伝わってくる立

派なものでした。 

上述しましたように、今年は努力が実ると言われるヘビ年です。

長浜っ子一人一人が、自分で掲げた新年の決意や目標の実現に向

かい、計画を立て、粘り強く努力を重ねたその先に、きっと素晴ら

しい未来が待っていると信じています。そんな子どもたちをしっ

かりと支え、見守り、ともに歩んでいきたいと考えます。 

今年も、長浜小学校職員一同、子ども、保護者、地域の皆様とと

もに、【みんなが かがやく 長浜小学校 ～今を大切に～】の実

現に向け、精一杯頑張ります。どうぞ昨年同様の温かいご理解・ご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

             【４年生】 

                 

 

 

 

 

 

【ひまわり学級】      

【２年生】       

教室内やワークスペースには、３学期の目標や新年の決意が掲

示してあります。私は校内を歩きながら、掲示してある一人一人の

目標や決意を読むのですが、その時間がとても好きです。「あの子

はこんなことを考えているのか」「これを頑張ろうと思っているの

か」など、子どもの新たな一面を知ることができる時間で、私にと

ってとても幸せな気持ちになれる時間なのです。一人一人がしっ

かりと自分自身と向き合い、一生懸命に考えて決めた素晴らしい

目標や決意です。「決めたからには頑張れよ！」と心の中で呟きな

がら見ています。 

 目標や決意というのは、自分のものですから、無理に誰かに伝え

たり、わざわざ表明したりする必要はありません。自分の中で明確

であり、しっかりと自覚することができてさえいれば十分だと思

います。ですが、それをあえて口にしたり、書き表したりして明ら

かにすることで、自分の目標や決意に対して責任が生じるような

気がするのです。子どもたちには、表明した以上、ぜひ「実行力」

を発揮して、自分の目標や決意を達成してほしいと思います。そし

て、私達大人は、達成に向かって頑張る子どもたちを見守り、応援

し続けるとともに、私達自身も目標や決意に向かって頑張る姿を

見せることが大切な気がします。 

 そこで、職員も、年が明けた１回目の職員会の際に新年の決意を

漢字１文字で表し、発表し合いました。私の１文字は【気】としま

した。正月明けからあれこれ悩んだのですが、やはり元気でいるこ

とが何より大切だなと考え、この文字を選びました。そして、もう

少しこの【気】に、自分なりの願いを込めたいと思い、次のように

考えました。 

    １年間元気で  新しいことに勇気をもって挑戦し 

    やるからには本気で  最後まで根気強く頑張る 

    そして 

    いつも感謝と思いやりの気持ちを忘れずに 

    １年を過ごす！！ 

 

 職員それぞれが考えた１文字は下のようなものでした。どの文

字も、職員一人一人の思いがしっかりと込められた素敵なもので

す。それぞれの文字にどんな思いが込められているのかを想像し

ながらご覧いただけると嬉しいです。 

【均】【生】【伸】【脱】【健】【本】【戦】【併】【関】【活】

【計】【穏】【続】【歩】【楽】【幹】【陽】【鍛】【削】【新】 

長浜小学校職員一同、決意を胸に頑張ります。 

 

 



心のキャッチボール大作戦
冬休みの間、学校では子どもたちの１・２学期を振り返り、成果

と課題をもとに、３学期の指導の柱について話し合いました。そし

て、あいさつや返事がもう少しできるようになってほしいと考え

ました。そこで、【心のキャッチボール大作戦】に取り組むことと

しました。 

 

                 

 

 

 

 

 

  【始業式で全校に紹介】       【学級での取組】 

 まず、始業式の後、生徒指導主任が【心のキャッチボール大作戦】

について次のような話をしました。 

 

○キャッチボールは一人ではできない                

○ボールを使わなくても言葉のやりとりで、心のキャッチボ 

ールはできる 

○あいさつや返事というのは、お互いの存在を認め合い、相 

手に呼びかけたり、それに応えたりすることで心が通うも 

のである 

○心のキャッチボールを通して、温かいつながりをつくろう 

 

早速６年生では、写真のような「返事級表」というものを掲示し 

て子どもたちが自分の返事の実態を把握し、さらに上級を目指す

取組をスタートしました。取り組み方は学年または学級によって

異なりますが、学校全体で【心のキャッチボール大作戦】を進めな

がら、あいさつや返事がもっとできる子どもたち、学校を目指して

いきます。さらに、あいさつや返事を交わし合うことで、温かな人

間関係を育み、より温かな学校にしていきたいと考えます。 

あいさつや返事というのは習慣です。身に付いてしまえば当た

り前にできる（するという方が適切かもしれません）のですが、習

慣として身に付いていなければ、なかなかできません。どうか、あ

いさつや返事が当たり前の習慣として身に付くよう、ご家庭や地

域でも、心のキャッチボールを大切にしながら、子どもたちと関わ

っていただきますと嬉しいです。どうぞよろしくお願いします。 

  

 

 
１月１４日（火）、地域ボランティアの皆様にお手伝いいただき、

１年生が生活科の学習として昔遊び体験をしました。お手玉、おは

じき、めんこ、けん玉、あやとり、こま回しの６つのコーナーにわ

かれ、ボランティアの皆様と一緒に昔遊びを楽しみました。会場に

なった教室とワークスペースには歓声が響いていました。 

 活動に取り組む子どもたちの目の輝きと溢れる笑顔、地域ボラ

ンティアの皆様の楽しそうなお顔が印象的でした。昔遊びの体験

はもちろんですが、こうした地域の方との交流が、子どもたちにと

ってはかけがえのない時間のように思います。1年生も地域ボラン

ティアの皆様も輝く素敵な時間でした。ありがとうございました。 

                  

 

 

 

 

                 

      体育館で…             教室で… 

                     

 

 

 

                

 

 

      ３年生               ４年生 

                    

 

 

 

 

 

 

 

５年生              ６年生             

１月１５日・１６日、書き初め会を行いました、１・２年生はフ

ェルトペンを使って短冊状の紙に、３年生以上は、書き初め用の筆

を使って、条幅紙と呼ばれる大きな紙に字を書きました。 

子どもたちが作品づくりに向かう様子を見ましたが、どの学年

も、一人一人が真剣に課題に向き合い、１画１画に心を込めながら、

一心不乱に取り組んでいました。会場となった教室や体育館はし

ーんと静まり返り、なんとも清々しくて、心地よい空気を感じるこ

とができました。子どもたちの本気の姿、真剣な顔って、ほんとに

かっこいいなと感じました。 

 書き終わった子どもたちに「いい字が書けましたか。」と尋ねま

すと、ほとんどの子どもたちが「はい。」と答えてくれました。子

どもたちのこういう反応って嬉しいですね。そんな風に答えるこ

とができるのは、一生懸命に取り組んだ証拠、頑張った証拠なので

す。「校長先生、どうですか。」「いいでしょう。」と私に声をかけて

くれる子どももいました。出来上がった作品はもちろんですが、自

分の作品を見ながら誇らしげにしている子どもたちの姿は、きら

きら輝いていました。みんなが頑張った書き初め会でした。 

２月の主な行事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４日（火）お話 P 

５日（水）委員会⑥  学校評議員会・CS準備会 

６日（木）SC来校  ミニ運動会（体育委員会） 

１２日（水）三中入学説明会（6年） 

１３日（木）もくもく集会（図書委員会） 

１８日（火）お話 P 

１９日（水）クラブ⑥ ※３年生クラブ見学 

２０日（木）参観日・学級懇談 新 1年生物品販売 

PTA評議員会 

２６日（水）委員会⑥（最終） 

２７日（木）SC来校 保幼小交流会②③（１年生） 

★あくまでも予定ですので、変更になることもあります。 


